
　
七
月
二
十
二
日

　
歴
史
家
達
の
年
を
経
て
も
あ
り
続
け
る
生
気
の
素
は
何
な
の
か
な
、
と
つ

く
づ
く
と
思
う
。
小
さ
な
自
分
を
捨
象
し
て
対
象
に
帰
心
し
て
ゆ
く
、
そ
の

純
粋
さ
が
年
を
取
っ
て
か
ら
、
自
分
の
身
に
つ
い
て
く
る
、
そ
し
て
自
然
に

蓄
積
さ
れ
る
自
然
の
恵
み
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
彼
等
の
存
在
が
日
本
の
今
の

惨
状
の
救
い
か
も
知
れ
ぬ
と
、
い
さ
さ
か
大
ゲ
サ
に
考
え
て
し
ま
う
。
日
本

は
音
を
立
て
て
の
崩
壊
の
最
中
だ
。
ガ
ラ
ガ
ラ
と
崩
れ
つ
つ
あ
る
音
が
聴
こ

え
る
な
。
早
朝
、
目
覚
め
て
し
ま
い
、
独
人
そ
ん
な
暗
鬱
さ
の
中
に
沈
降
し

て
い
る
。

　
九
時
四
五
分
府
中
。
八
大
建
設
西
山
社
長
と
国
分
寺
Ｏ
邸
現
場
へ
。
十
一

時
過
了
。
府
中
で
共
に
昼
食
、
色
々
と
寺
院
建
築
展
開
へ
の
作
戦
を
立
て
る
。

十
三
時
半
研
究
室
へ
。
十
四
時
前
、
工
作
社
、
山
本
伊
吾
社
主
、
長
井
、
他

来
室
。
秋
よ
り
の
連
載
そ
の
他
の
打
合
わ
せ
。
工
作
社
の
新
人
は
何
と
歴
史

的
な
二
人
目
の
男
性
で
、
強
く
な
い
体
育
会
系
、
例
え
ば
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部

と
か
の
出
身
か
と
思
い
き
や
、
何
と
何
処
か
の
文
学
部
の
演
劇
サ
ー
ク
ル
の

出
身
ら
し
い
。
ビ
ッ
ク
リ
眼
玉
の
マ
ッ
ち
ゃ
ん
み
た
い
な
男
で
、
と
長
年
の

工
作
社
と
の
附
合
い
に
免
じ
て
陰
口
を
ば
言
わ
せ
て
い
た
だ
こ
う
。
私
の
担

当
に
な
る
の
だ
っ
た
ら
、
チ
ョ
ビ
リ
と
し
ご
い
て
や
ろ
う
と
決
め
た
。
十
六

時
Ｙ
Ｋ
Ｋ
来
室
。
北
京
の
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
件
で
打
ち
合
わ
せ
。
日
本

の
企
業
に
し
て
は
流
石
前
向
き
だ
な
。
十
七
時
半
よ
り
研
究
室
内
の
幾
つ
か

の
打
合
わ
せ
。
ひ
ろ
し
ま
ハ
ウ
ス
、
農
村
研
究
会
、
Ｏ
邸
、
Ｓ
邸
他
。
二
〇

時
四
〇
分
迄
。
近
江
屋
で
一
息
入
れ
て
、
二
十
三
時
前
世
田
谷
村
に
戻
る
。
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